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秋田県立博物館蔵ホホジロザメ属の歯化石

上野輝揮＊・渡部展

はじめに

秋inﾘ｢↓内の海j戊新第三系・第I'M系からは，ときおり

サ火の閑化石が発見され，その中には，ネズミザメ利

Lamnidacのホホジロザメ1瓜Carchαγ0㎡o〃も含まれてい

る。これまでに本属の歯化Eit,ヘp者らの知る|災りで

もill点以上発見されているので，実数はかなり多L、

ものと思われる。しかし,,Hl-報告されているのは

Cak〃αensi-tの完棋式標本1，'､i,(だけである'Uyeno

andHasf.gawa,1974;。

欲Ⅱw<立博物mには，現在までに．水ﾘ1.1ﾉ1から旅L

たホホジロザメ幌の歯化イiか5点収蔵されており，本

州では二れらの棟木の‘把牧を行‘う。

記 載

戦骨魚訓ClassChondrichthves

l:Ⅸ鯉*;綱SubclassElasmobranchii

ネズミザメ:OrderLamniformcs

ネズミザ久糾FamilvLamI1idac

ホホジロザメMGenusCaγc伽’．｡‘o〃

ホホジロザメCaγcharodoncarcharias

'Linnaeus)

〃』,，‐でん

1．安田標本APM746-459図版Ⅲ－a～c

採集荷：渡部域，採喋年:1975年,)雅地：ヮJffliili
い I1らt’

五Iji.台安IBの海雌'1*11-a;,itkM:'kWUtf,Ⅱ↑代：

Iji新I";'him

水標本は左卜．顎舗2州または鋪4閑と惟ノヒされる。

附睡長は外側nilて16.3mra、｜ﾉj側miて15.1mmであり，歯

祉|附は14.6mm,歯冠1‘fば4.9mmである。i'¥'m14本部町

で採雌された金長3.9mのホホジ'コザメの閑と比'鮫す

るとかなり'1､さく，四11-1の八幡浜で採柴さ,nた全長1.7

mの個体にくらべるとかなりノ《きい(上野・怪,|;h､1970,

*似立科学博物館地学研究部占生物輔三研’先室

PI.2,PI.6)。鯛冠は第2歯に鯛根は第4州に近

い形をしてL,るが,M体変ｿiの慨の中に入ると,1ll､われ

る。沖純の隙水と比!|唆して歯根F縁のill!線はまる匙を．

おびてゆるやかである。歯冠lil)切縁は際粍のため鮒閑

数はｲく|ﾘlであるが，後切緑の鋸隅数は26～27であった

と排疋される。歯ilitiほとんど発達Lていない。鯛根

のIJ,J先端はルス人をおびてお0とがっていない。切縁の

鋸歯が!|'央部で籾であること，切縁中央部{|･近で,世1，に

財1世がfillくなってL,ることなどから，この標本が比絃

的r.H'iw体に屈していたことがわかる。

I雁地の海雌には|､位から鮎川岬，安IllHI,Siﾉ”↑な

どの虹新統が癖出し,1(1)11I稗と宏IMW北if'1975'の

脱大地となっている。ここでは安m牌が鮪川IIiI1を伽斜

ｨく懐介に慨ってお0,隙水はィ《幣介Iniの上位10cm以内

のところから採簾さHた。

′炎Illli噺は厚さ約10mで，ノ,に底から約3m上位にある

"/さ約:-!Ocmの淡桃色の糸Ill粒な火llIIXK''ビンクタフ）

と，ノILKからiiOcmほど上位まての部分をのぞいては，

ほぼ均間な塊状のflll粒砂11,#からなる。細粒砂M'l'には

Iri葛のm体動物化イiが散ｲhll'Jに含まれる。特に多い極

li,Turrite〃αα㎡enensis,Crypto"α〃cαノα冗雌osZom-

aides,Ringicuノαdo〃αris,Glycymeγ崎yessOg刀szs，

Moere〃αノedoensis.Nitidote〃加α加威dillaなど

である。ノ,に底部の約60cmはやや喋質となり，厚さIll

～15cmの化イi密集I『イ（レンズ）を2～3枚挟む。ニニ

で多L,1りく休勤物化イiは，〃｡"lalopomaa7nussMaiu7剛，

0〃”〃αんleuγαta.Ac〃α加部gms・Glycymeris

yessoerisis,Patinopectentokoensis,P.yessoensis,

Peronidiazyonoensis,Anisocorbu/αz）enuslaなど

て‘ある。

安im剛の年代は，上位の潟Iﾉﾘ|ｳ1が下ｲ<吉ｲII､I'll.沖とさ
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上り州|噸・渡部艇

れてL,る（潟|ﾉqi樽団体川ヅピグルーフ,1981ことなと′

から推して，IⅡ新世'IIP!と考えらｵ1るが．詐制iiはｲくlﾘ｝

て．ある。

2．笹岡標本(APM746-457/<M版Ill-d～F

採喋者：春II智也fmn'i樹、採喋年:1982年，産

地：秋Illit/J新城（図1-b),地瞬：1吋｢Vi'lil､1代：

鮮新|||:～虹新Ill;

本採水はイi上‘顎第2鯛と推定さオ'る。鯛迂災は外側

!nIで38.2mm,Iﾉ1仙1面で36.Ommであり，l淵'柾|隅は:;5,.Omm，

歯wfは8.6mmである。fj述の余長3.9mのn体の州と

比鮫してかなりノ<きく，余長は5m近い個体のものと

忠ゎ,nる。歯根は全休としてゆるやかなlili線をIliljき'I'

央部で1li折する。前後,,i,j切縁は'I'央部でわずかに湾人

一ﾘｰる。切綜の鋸i崎は沖純旅の個体の州に比鮫Lて小さ

く，粂縁にわたって鋸州の大きさはm［である。この

i'､(でやや現生仙と異なる。切緑Il'で1cmあたりの

鮮附数は，前Uj縁でII.後tfj縁で15を敬え．IlijUj絃の

鋸附数は70．後切縁の鋸歯数は67である。歯飢はほと

んど発進していない。

産地は，秋Illlll上新城五百刈沢のﾙIIﾉq方約lOOmの

ところにあるi/mである。ここに兇らI'る地IV;は縦|瑚

牌であり，喋岡ほか1969の砂洲11,松),','1981の

豆腐!{‘'．/[層舟.Mにｲli当する。撫蚊では，細粒砂洲とシ

ルト蘭砂肖が，厚さ散10cm～1111程峻の噸位でﾉ"師を

なしているが，｜脅即は'ﾘj隙でない。棟木は蝿蛾の卜．底

Ⅱ｡近の，細粒砂'1';･中からnられた。棟木内郭11位mのIll

mほど上位(こ,I喋岡ほか1969によってT－lとされ

た凝|火↑！}鍵I詞がある。

この席頭では!'＃<体動物化h"が多くil川する。特に，

Tmγγ〃e〃asaishvensisは個体散が多く,L加opsis

sp.,Maco汎asp.,C〃"0card“",sp.，なども兄らh

るほか、クジラのものと思われる骨J]も産する。

笹H櫛は，ノ<乗・〃願､!f動物群を含んでL､るところ

から，従来鮮斯I"旨とさ,IlてきたHfc,1961;喋岡ほ

か,1969など)。しかし岐近の研だによ,れば,*地磁城

Il沸序学iiりにゑて，鮮新|||:とllri§の境ｿIに｜II､"lする''1'i

準が，縦岡地域の笹岡l禅上部に作在するとのことであ

/松g,1981';。これは，豆脚'/;//隅部l欄が,鮮斬I";か

ら'哩新l1Lにかけての唯I,'.物であることを慰味L,した

がって粧岡標本は，鮮斬一IⅡ新Ill身の境界にきわめて近

ぃ位間からt%られたものということになる。

メカロドンCare“γodonmegaﾉOflOTl

(AgassizJ
Fr.＄が#I

1．女川標本APM746-458)iH版III

採雌舌：｜平秀ⅡIi.採雌ｲ:1972年頃，雌地：ｿ)鹿

ill船川港kIll鵜ノiiioM近mi-ci,地|神：女川l仲，

mK:*mm後期。

水標本はイi上顎側附である。歯冠の先端部およびillリ

リj縁のﾉ,Wi;,鯛恨ill)部などを欠くが全休としてのfl態

は礁さilている。附叶最人I""'jが約IIOmmあり．メカロ

ドンとしても最大細のものであるといえる。歯冠災は

外側IIIIで約87mm,iﾉ1側面で約80mmであり．附芯I鵬はm

ffl"!能部で93.2mm,伽冠厚は25.9mmである。liijUJ縁は

ﾉ^.j:から約3分の1付近で湾入L,そ＃'から先端へか

けて膨川する。後切綜はHIT切縁に比鮫してより¥i'i線的

である。卿吐の|ﾉ111llllrIi（両側1m）においてl哨飢がよく

発進している。閑迂は全体として後ﾉﾉに伽斜している。

切緑の鋸伽は微'1,で多く，切縁全体にわたってM［よ

･)なﾉくぎさである。U｣縁Illﾘ4部で1cmあたI)の鋸l肘数

は、前切絃で12.後切縁で13である。

雌地{､|近は女川lv;の模式地となっており,Iﾘj脈なI"';

剛を示すJI猿で仙い泥!尚が広く豚Itiする。特に海岸線

から数lllllm沖合まで波食台がよく発述L,ここに席

川する女川Wii,「潮時にはいわゆる「鬼の洗椛v;-」

的な最観をV:する。際水はこの波食台をなしてL,る泥

v;-'!'から採雌さオ'たものである。

女Il1層に含まれる人型化イiはあまり多くな↓､が，魚

『|‘|･や魚鱗．〃α鋤α"iach〃α"〃，縦瓶などは比鮫的よ

く雌川する。女UN『ｲの時代は，膿m'1973)によれば

4"新世後!Ulである。

2．下荒沢標本APM744－Li)m版ハ）

採雌者：イi橋jiliiﾘI,採雌ｲr-:1974年，Iﾉif地:fill北;i;:

iｻj外付下院沢{､l近im-d).地l御：弧郷mV;,:i､↑代

:>l'Sf|li:'l'!t)J

本探水は/,；上顎Mi'脚である。｜肘江mm緑のﾉmをわ

ずかに，また歯根の人部分を欠く。鯛迂1之は外側imで

62.7mm,Iﾉ11ⅢlIniで約51mmであo,*世幅は'職ⅢIll能i'A'>

で76.Imm，鯛冠厚は20.9mmである。伽冠の|,0切縁はメ

カロドン特ｲiのゆるやかなS'P状のカーブを'く。リ」

句｡､
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秋illﾘ1.立博物館蔵ホホジロザメ属の歯化イi
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図1標本の産地

a',安ili標本b:征岡標本c:女川標本d:下荒沢標本e:入道森標本（本標本は正碓な産地が不明である）

地形図は，国土地理院発行2万5千分の1地形図を使用した(a:北浦ii:土崎c.'船川d:八沢木）

Îll央部で1cmあたりの鋸歯数は,it切縁で11,後切

縁で10である。内側面の歯頚部はよく発達していたよ

うであるがごく一部を|縦き表iillがくずれてお';観察が

できない。

脈地はIB仙北鉱illの跡地にある露蚊である。ここに

は厚さ約10mのコキナ瑞層（臼lilほか,1978,は貝化

石層と称している）が席出しており，標本はこのコキ

ナ堵中から採集された。コキナ岩は，肉眼119には，径

l～数mm程嘆の貝殻様物質の細片が集合・IM結したも

ので，淡黄色を呈し，弱く成隔している。まれに保存

良好な軟体動物化ｲ三iを含んでおり,Placopectenno-

muraiが得られた。

臼illほか11978;によれば，この貝化石層は，須郷

旧暦の砂Yl｢|'に挟在さｵ'ているものであり，二枚貝，

l椀足蹴，サンゴ，海綿，有孔虫などの化石細片からな

っている。

額郷田層は，含有化石などの特徴によって，男鹿半

島のlﾉﾘ黒沢層に対比さｵ1ている（上田.1965など）の
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上野輝禰・渡部最

で，中新世中期ということになるI雌岡,1973)。

3．入道森標本'APM742-25)(0版V)

採集者：不明，採柴年:1975年，産地：雄勝ii;擁成

瀬付人道森付近（図1-e),地屑：'1,繋沢屑（？），時

代：中新世中期

本標本は右上顎第7歯かその前後の閑と推定される。

m切縁の峡部と歯根のlii)部，特に外側mi^fflniiを

欠く。歯冠長は外側miで約54mm,Iﾉifliilifliで約41mmあり，

歯冠Ill冊は突測If能部で55.9mm,鮒江I'ﾒは18.3mmである。

前切縁はほとんどI直線状，後切縁はわずかに湾入する。

|ﾉ1側lniの閑鎖はよく発達する。本概本では州根が|哨冠

に対して甚だしく大きいので，歯1]の後方に位fl'liして

いたものであることがわかる。切縁の鋸伽は先端が鋭

くまるみをおびていない点で，前述のメガロドンの標本

と災なる。なお切縁中央部の鋸歯数は1cmあた0前切

縁で13,後切縁で11である。

この標本の産地は，採集者がｲくlﾘjのため，人近森付

近ということ以上に詐い､ことかわからない。人辿森

は，国｜地理院発行2万S^f分のl地形wnnr･'ﾉ1」

図1幅のⅣj東端近くにある柴然である。

人道森の付近には菅又・’1倉沢・合)IIl大弁などの沢

があり，これらの沢沿いに，ほとんど畑岬即の背灰色

のシルト質砂岩や細粒砂岩が席出している。この砂料

I杵にはイi灰質の団塊が含まれていることが多く，また

いわゆる「チクワ型」と呼ばれる′|狼化イiもまれでは

ない。貝化石も産出するとのことであるが，筆者らは

州秘していない。この砂↑判n↑は,Pillほか11977)に

よれば'1，繋沢I科の一部である。

実際の産出地点は不明であるが，小繋沢|牌の分布が

入道森N近の一帯にわたってL､ることや，標本にわず

かに付牌している岩/lがシルト質砂洲とI認められるこ

となどから，木標本は'｣､繋沢l岡旅と号えてよいものと

思われる。小繋沢層は,Blowの分梢のN.9～N.10に

i1l当しており（臼EBほか,1977;,これは4>新世I'期に

あたる(高柳，1970)。

おわりに

秋|Ⅱﾘ,'-立博物館所戯のホホジロザメ順化イiは鮮新ill;

から虹新世のIh期にかけての地岬から採喋されたホホ

ジロザメCaγc“γodoncαγc“γjas2箇と中新世の中

川から後Itllにかけての地層から採集されたC.mega-

Iodon3筒である。2筒のホホジロザメの州は現ｲkの沖

純旅の標本と完ｲ藍に一致するものてはないが.m純で

あるとしてよいと思われる。現生種の歯の個体変V4,

個体光ｲK的変異はほとんど報告されていず，解析もさ

れていない。この変災の解析なしに，鮮新in;から現世

までの地"lから発見される歯の変遷について解析する

ことはきわめてI水|雌である。塊生ホホジロザメの|間体

数は少なく，世界各地に貯蔵さｵ'てL､る棟木を一つ一

つI氾録L,比I肢し統H－る必婆がある。

3箇のメガロドンの‘うち女川標本と下荒沢標本は切

縁がゆるいs字状カーブをIllli<典形的な上1頒歯であり，

特に女-川標本は蚊ﾉ<級の標本であるとL、う点で喰喫で

ある。人過疎標本は歯冠に対して歯根が｣|:常に火きく、

切縁がほとんどIl'l.線的である点で珍らしく，上顎の後

方の側歯であると恩ｵつれる。メガロドンの閑もl筒ず

つを詳細に,氾録し，可能な限り実物大で‘ｸ:真をmill

報告しつづける努ﾉ〕をiUね.p1種の歯のセットを復元

L,またm体変災と個体発生的変異を明らかにし,ft,↑

代的変進の解析を"I"能にする擬料を器械する必要があ

る。

謝辞：水報で,uMSLた標本（安11!標本を除く）は，

秋Ill市の作ii智也氏（樋岡標本),男鹿市の上平秀K1氏

(女川標本).,A-Illli!丁のイi橋通明氏（下荒沢標本).およ

び｣輔Ill町W増Illli'学校（入道森標本）からそれぞれ秋

Ⅱ1県立博物館に寄贈さｵ'たものである。なお女川裸本

については鈴木il'f秋氏（秋Ⅲ市）の，下荒沢標本につ

いてはill村己代論氏Iﾉq仙北IDT)の御協ﾉﾉにより寄贈

が実現している。また加喋万太郎氏（仁n保高校）は

秋II1IJ,l立仲物航に在職中，サメの歯化石の収集に尽力

され，今Hさまざまな御教示をいただいた。以上の各

位に厚くお礼IllL上げる。
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FossilTeethoftheLamnoidShark,Ca7℃〃aro伽刀

inAkitaPrefecturalMuseum,Japan

TeruvaUyenoandAkiraWatanabe

SummaryAlowerandanupperjawteethofCarc“γ･ouo〃carchαγiasfoundinPlio-Pleistocenebeds.

and3upperjawteethofCa,rc加radonmegalodonfi､omMiddleandLateMiocenebedsinAkitaPrcfec-

turearestoredinAkitaPrefecturalMuseum.ThespecimenfromOnnagawaisoneofthelargestspeci-

mensofC.megalodoninJapan.ThespecimenfromNyudomoriisarareonewithacomparativelylarge

rootandsti､aightcuttingedge,whichsuggestaposterioi、later､altooth・Theseteetharedescribedhere

tobeavailableasdataforanalyzingindividualvariation,ontogeneticandphylogeneticchangesofthe
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図版Ⅲ

Caγc九αγodoncarc九αγjas(Linnaeus)
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